
・ブルーカーボン：大気中の二酸化炭素が海に吸収され、  

 海底や水中生物などに貯蔵された炭素。

・Jブルークレジット：民間ベースで行われている制度 

 で、藻場の保全活動等で創出された二酸化炭素吸収量

 を企業や自治体で売買取引できる仕組み。

・カーボンニュートラル：二酸化炭素の排出量と吸収

 量を均衡させること。

・ゼロカーボン北海道：北海道は 2050 年までに二酸化 

 炭素排出量を実質ゼロにすることを目指している。

＝　用　語　＝＝　用　語　＝

脱炭素の世界的な取り組みが進む中、藻場で吸収する CO2

「ブルーカーボン」による気候変動緩和策が注目されています。

　この吸収分を「ブルーカーボンクレジット」として事業化でき

れば、漁業者の藻場の再生と新たな収入源につながり、企業側も、

「CO2 を削減するか、新たな CO2 の吸収源を探すか」という企業

の CO2 排出削減目標への取り組みに対する評価と企業ＰＲができ

ると期待されています。

＝二酸化炭素（CO＝二酸化炭素（CO22）を吸収する）を吸収する
　「
積
丹
方
式
」
の
コ
ン
ブ
増
産
技
術
を
活
用
し
て
、「
二
酸
化
炭
素

「
積
丹
方
式
」
の
コ
ン
ブ
増
産
技
術
を
活
用
し
て
、「
二
酸
化
炭
素

吸
収
源
対
策
」
と
「
新
た
な
漁
業
収
入
対
策
」
に
つ
な
げ
る
可
能
性

吸
収
源
対
策
」
と
「
新
た
な
漁
業
収
入
対
策
」
に
つ
な
げ
る
可
能
性

を
考
え
る
町
主
催
の
「
積
丹
町
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
セ
ミ
ナ
ー

を
考
え
る
町
主
催
の
「
積
丹
町
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
セ
ミ
ナ
ー
inin
札
幌
」

札
幌
」

が
８
月

が
８
月
3030
日
、
札
幌
市
の
北
洋
銀
行
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

日
、
札
幌
市
の
北
洋
銀
行
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

道
内
外
の
民
間
企
業
や
金
融
機
関
、
国
・
道
の
関
係
機
関
や
報
道
機

道
内
外
の
民
間
企
業
や
金
融
機
関
、
国
・
道
の
関
係
機
関
や
報
道
機

関
な
ど
約

関
な
ど
約
5050
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　　　　　　　「藻場 (海藻 )」に世界が注目！＝　　　　　　　「藻場 (海藻 )」に世界が注目！＝

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
の
重
要
性　

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
」
の
重
要
性　

　
　
　
　
　
　

を
全
国
に
訴
え
る

　
　
　
　
　
　

を
全
国
に
訴
え
る

　

『
今
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
「
い
か
に
二
酸
化
炭
素

を
減
ら
す
か
」
、
「
ど
こ
に
二
酸
化
炭

素
の
新
た
な
吸
収
源
を
見
出
す
か
」

に
つ
い
て
、
官
民
連
携
し
て
知
恵
を

出
し
合
い
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

　

自
治
体
と
金
融
機
関
や
企
業
が
、

一
緒
に
な
っ
て
行
動
す
る
呼
び
か
け

を
、
北
海
道
日
本
海
の
海
の
恵
み
で

生
き
る
町
・
積
丹
か
ら
、
全
国
へ
発

信
し
た
い
。
』
と
松
井
町
長
が
開
会

の
挨
拶
で
訴
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
１
月
の
積
丹
町
で
の
開

催
に
続
い
て
、
当
町
の
応
援
企
業
や

関
係
行
政
機
関
な
ど
を
札
幌
市
に
招

き
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
技
術
研
究
組
合

（
以
下:

Ｊ
Ｂ
Ｅ
）
の
桑
江

朝
比
呂

理
事
長
と
、
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備

部
整
備
課
の
安
田
大
樹
課
長
補
佐
か

ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

「
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

 　
　
　

の
国
内
外
の
最
新
情
報
を

　
　
　

の
国
内
外
の
最
新
情
報
を

　

桑
江
理
事
長
は
、
国
内
外
の
最
新

情
報
や
Ｊ
Ｂ
Ｅ
が
運
営
す
る
Ｊ
ブ

ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
特
徴
や
、

昨
年
度
ま
で
の
取
引
認
証
実
績
の
ほ

か
、
全
国
の
企
業
に
お
け
る
Ｊ
ブ

ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
事
例
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

２
０
５
０
年
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の

実
現
の
た
め
に
は
、
新
た
な
資
金
導

入
や
企
業
の
参
画
が
不
可
欠
と
し
、

「
そ
の
目
標
達
成
に
は
、
人
の
意
識

を
変
え
る
こ
と
」
と
話
し
、
藻
場
保

全
の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
を

　
　
　
　
　
　

「

　
　
　
　
　
　

「
海海

う
み
ぎ
ょ
う

う
み
ぎ
ょ
う

業業
の
振
興
に
」

の
振
興
に
」

安
田
課
長
補
佐
は
、
ブ
ル
ー
カ
ー

ボ
ン
と
海
業
振
興
（
漁
港
・
漁
村
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
）に
つ
い
て
講
演
。

「
積
丹
町
で
の
藻
場
保
全
活
動
が
、

全
国
の
海
業
振
興
の
先
進
地
と
し
て

展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。」
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
意
見
交
換
で
は
、
企
業

の
立
場
か
ら
、
「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
を

機
に
検
討
を
急
ぎ
た
い
。」
や
、
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
時
代
に
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ

ン
が
非
常
に
重
要
だ
と
の
認
識
を
深

め
た
。
積
丹
町
の
先
駆
的
な
取
り
組

み
は
、
極
め
て
大
事
。
企
業
で
も
何

が
で
き
る
か
考
え
、
応
援
し
た
い
。」

と
い
う
声
や
町
へ
の
激
励
も
あ
り
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海

道
」
の
推
進
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
か
ら
も
全
国
へ
発
信
し
て
い
き

ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
へ
の

貢
献
貢
献
とと

積
丹
方
式

積
丹
方
式
・・

ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
増
産
技
術
を
全
国
へ

ホ
ソ
メ
コ
ン
ブ
増
産
技
術
を
全
国
へ

新
た
な
漁
業
収
入
対
策

新
た
な
漁
業
収
入
対
策
をを

考
え
る

考
え
る

積丹町ブルーカーボン積丹町ブルーカーボン

セミナー in 札幌セミナー in 札幌

ＪＢＥ理事長

水産庁 漁港漁場整備

部 整備課 課長補佐

桑
く わ え

江 朝
と も ひ ろ

比呂氏

安
や す だ

田 大
だ い き

樹氏
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中
央
バ
ス
・
美
国
～
余
別
区
間　
　
　

中
央
バ
ス
・
美
国
～
余
別
区
間　
　
　

   
   

 

　
　
　

　
　
　

町
の
代
替
便
運
行
開
始
！

町
の
代
替
便
運
行
開
始
！

北
海
道
中
央
バ
ス
㈱
が
運
行
す
る

生
活
交
通
路
線
「
積
丹
線
」（
美
国
～

積
丹
余
別
間
）
が
９
月
30
日
で
廃
止

と
な
り
ま
す
。

　

積
丹
線
（
小
樽
～
積
丹
余
別
間
）
は
、

利
用
者
の
減
少
や
乗
務
員
不
足
な
ど

か
ら
長
年
厳
し
い
経
営
状

態
が
続
い
て
お
り
、
国
の

補
助
金
額
を
除
く
収
支
不

足
（
赤
字
）
に
つ
い
て
は
、

同
社
と
積
丹
線
沿
線
自
治

体
（
小
樽
市
・
余
市
町
・

古
平
町
・
積
丹
町
）
が
負

担
し
、
バ
ス
路
線
を
維
持

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
の

積
丹
線
（
小
樽
～
美
国
間
）

の
存
続
を
維
持
す
る
た

め
、
や
む
を
得
ず
同
区
間

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
１
日
か
ら
は
、
町

民
や
町
外
利
用
者
の
皆
様

の
移
動
手
段
の
確
保
の
た

め
、
町
が
民
間
事
業
者
に

委
託
し
て
「
生
活
交
通
バ

ス
」
を
運
行
し
ま
す
。

　

新
た
な
バ
ス
の
運
行
・

ま
た
、
神
岬
地
区
『
柾
泊
』・『
神

岬
会
館
』・『
沼
前
』
と
美
国
地
区

『
国
保
診
療
所
』・『
美
国
団
地
』・

『
歯
科
診
療
所
』
に
、
新
た
に
バ

ス
停
を
設
置
し
ま
す
。

　

運
行
経
路
や
大
ま
か
な
バ
ス
停

の
場
所
は
、
左
の
「【
運
行
経
路

図
】」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
安
心
・
安
全
な
運
行
の

た
め
に
次
の
「
＝
お
願
い
＝
」
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

1010
月
１
日
か
ら
運
行
開
始
！

月
１
日
か
ら
運
行
開
始
！

　

美
国
～
余
別
間
の

美
国
～
余
別
間
の
バ
ス
バ
ス
運
賃
運
賃

地
区
ご
と
の
運
賃
と
な
り
ま
す
。

運
賃
は
、
乗
車
時
に
「
現
金
」
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
下
段
（

）
は
、
小
学
生
料
金
。
小
学

生
未
満
、
高
校
生
の
通
学
利
用
は
、
無
料
。

『
積
丹
町
生
活
交
通
バ
ス
』

『
積
丹
町
生
活
交
通
バ
ス
』

利
用
に
慣
れ
る
ま
で
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

美
国
～
余
別
間
の

美
国
～
余
別
間
の
バ
ス
停
留
所

バ
ス
停
留
所

停
留
所
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
央
バ
ス

積
丹
線
の
バ
ス
停
を
そ
の
ま
ま
利
用
し

ま
す
。

・『美国団地』停留所は、美国団地公園前です。

・『柾泊』停留所は、神岬行き (神恵内方面 )のバス停でお待ちください。

　※危険ですので海側で待たないでください。バスが到着次第、道路を横断して

　　乗車ください。

・『神岬会館』停留所は、会館の前です。国道ではありません。

・『沼前』停留所美国行きのバス停は、神岬行き (神恵内方面 )の

　バス停を利用します。

＝　お 願 い　＝＝　お 願 い　＝

【運行経路図】

ご注意ご注意

くださいください

こ
れ
ま
で
、毎
週
火
・
金
曜
日
運
行
「
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
・

こ
れ
ま
で
、毎
週
火
・
金
曜
日
運
行
「
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
・

診
療
所
」

診
療
所
」
無
料
送
迎
バ
ス
は
、
廃
止

無
料
送
迎
バ
ス
は
、
廃
止
と
な
り
ま
す
。

と
な
り
ま
す
。

　

予
約
の
方
法

予
約
の
方
法

運
行
ダ
イ
ヤ
に
『
予
約
運
行
』
と

表
示
の
便
は
、
『
前
日
の
17
時
ま
で

に
電
話
に
よ
る
予
約
』が
必
要
で
す
。

　

予
約
が
１
件
で
も
あ
っ
た
便
は
、

定
時
運
行
と
同
様
に
運
行
し
、
予
約

し
て
い
な
い
方
も
利
用
可
能
で
す
。

予
約
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｐ

告
知
端
末
に
よ
り
毎
日
18
時
の
定
時

放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
バ
ス
予
約
受
付
窓
口
】

積
丹
町
生
活
交
通
バ
ス
受
付

　

（
運
行
委
託
事
業
者
・
大
新
東
㈱
）

℡
　
０
１
３
５

－

44

－

３
８
３
０

《
予
約
受
付
時
間
》

　

毎
日
９
時
か
ら
17
時
の
間

　　

運
行
ダ
イ
ヤ

　

運
行
ダ
イ
ヤ

　

積
丹
線
（
小
樽
～
美
国
）
に
接
続

積
丹
線
（
小
樽
～
美
国
）
に
接
続

町
内
の
運
行
ダ
イ
ヤ
は
次
の

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
美
国

タ
ー
ミ
ナ
ル
発
着
の
中
央
バ
ス
積
丹

線
（
小
樽
～
美
国
）
に
接
続
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
塚
丸
山
地
区
・
美
国
川

上
地
区
は
、
全
便
予
約
に
よ
り
運
行

し
ま
す
。

※ご乗車の際には、 小銭をご用意ください。

広報しゃこたん令和５年 10 月号
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「積
丹

町
生

活
交

通
バ
ス
」　

「積
丹

町
生

活
交

通
バ
ス
」　

運
行
ダ
イ
ヤ

運
行
ダ
イ
ヤ

（令
和

５
年

1
0
月

1
日

か
ら
令

和
５
年

1
1
月

3
0
日

ま
で
）

（令
和

５
年

1
0
月

1
日

か
ら
令

和
５
年

1
1
月

3
0
日

ま
で
）

　
ご

不
安

・
ご

不
明

な
点

に
つ

い
て

は
、

ご
遠

慮
な

く
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

　
初

め
て

の
試

み
の

た
め

、
利

用
者

の
皆

様
に

ご
迷

惑
と

ご
心

配
を

お
か

け
し

ま
す

が
、ご

理
解

と
ご

協
力

を
お

願
い

し
ま

す
。

＝
　
問
 い

 
合
 
わ
 
せ
 
先
　
＝

＝
　
問
 い

 
合
 
わ
 
せ
 
先
　
＝

【
バ
ス
予
約
受
付
窓
口
】

（
運
行
受
託
事
業
者
）
大
新
東
株
式
会
社

TEL
０
１
３
５
-
４
４
-
３
８
３
０
  

I P　
　
　
　
　
４
４
-
３
８
３
０

（
注

）
令

和
５

年
12

月
１

日
か

ら
の

中
央

バ
ス

　
　

 

　
　

 積
丹

線
（

小
樽

～
美

国
）

の
冬

ダ
イ

ヤ
に

　
　

 
併

せ
て

生
活

交
通

バ
ス

ダ
イ

ヤ
も

改
正

を
　

　
　

 予
定

し
て

い
ま

す
。

美
国

タ
ー

ミ
ナ

ル
行

き
美

国
タ

ー
ミ

ナ
ル

行
き

野
塚

丸
山

・
美

国
川

上
方

面
行

き
野

塚
丸

山
・

美
国

川
上

方
面

行
き

【
担

当
課

】　
積

丹
町

役
場

・
企

画
課

℡
　
　
　
 ０

１
３
５
-
４
４
-
２
１
１
４

（
注
）
受
付
時
間
内
は
平
日
・
土
日
祝
日
問
わ
ず
、

　
　
 繋

が
り
ま
す
。

　
　
 年

末
年
始
の
受
付
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

　
　
 お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
予

約
受

付
時

間
》　

９
:
00

～
1
7:0

0

【
全

便
・

予
約

運
行

】　
　

【
全

便
・

予
約

運
行

】　
　

　
野

塚
丸

山
地

区
　

野
塚

丸
山

地
区

　
・

美
国

川
上

地
区

運
行

ダ
イ

ヤ
　

・
美
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